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IOC側のお話：Raspberry Pi 以外にもあります

• 今回の講習では Raspberry Pi を使いましたが、世の中にはほかに
もたくさんのハードウェアがあります。値段・性能含め、色々な可
能性があります。

• 組み込み系として使うならば BeagleBone Black (BBB)はお勧めです

⇒次ページ

• 色々なセンサー類は通販（や秋葉原）で買えます

⇒次ページ
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BBB Hardware

• Check Hardware

– BeagleBone Black and/or BeagleBone Green
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http://www.tij.co.jp/tool/jp/beaglebk



RS-232 Device Server (KEK prototype)

Purpose : Replace Ethernet-RS232 converter with EPICS IOC box.

– BBB + Cape

– Board designed by ourselves (Michikawa-san)

– Cheap! Working stably for long time.
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My personal opinion : BeagleBone Green is best for EPICS IOC



Adafruit

• https://www.adafruit.com/
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Sparkfun

• https://www.sparkfun.com
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秋月電子通商

• http://akizukidenshi.com
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千石電商

• https://www.sengoku.co.jp/
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shop, etc

Online Shop

– RS Components https://jp.rs-online.com/web/

– Digi-key https://www.digikey.jp/

– Mouser Electronics https://www.mouser.jp/

Parts/Kit shop

– Adafruit https://www.adafruit.com/

– Sparkfun https://www.sparkfun.com

– Akizuki(秋月) http://akizukidenshi.com

– Sengoku(千石) https://www.sengoku.co.jp/

– Switch Science https://www.switch-science.com/

– marutsu parts shop https://www.marutsu.co.jp/

– Strawberry Linux https://strawberry-linux.com/
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クライアント側のお話

• CSS Version 4 以外にも、実は色々とあります

– medm （定番として使われ続けている。RPiにもインストール済み）

– edm （新規採用はお勧めできない）

– pyQt （edmからこちらに移ろうとしている人は多い）

– Delphi （Windows/ca.dll 興味がある人がいれば連絡してください）

• camonitor でテキストデータを保存して、gnuplot などでプロットな
どということも可能です。

• Windowsでのプログラミング生活を便利にする

– ツールとしてWSL(Windows Subsystem for Linux）はお勧め

– gnuplotも、LaTeXも、viも、pythonも、全部ストレス無く使える

– サーバーとの同期も rsync でストレスフリー

– 高エネルギーで使われるrootとか、加速器で使うsadも動きます
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今回の感想

• スケジュール

– タイト過ぎる or ヒマ過ぎる？

• 内容

– 実習

• 簡単すぎる or 難しすぎる

– 講義

• 簡単すぎる or 難しすぎる

• その他
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次回以降で取り上げたいトピックス？

EPICS Base/modules

• デバイスサポートの書き方

• EPICS7基礎・応用

• Base, Mudules, Extensions のビルド方法

• Access Security

Client Application

• AAセットアップ、設定、運用

• Portable Archiver

• Alarm (CSS Alarm?)

その他

• WSL および EPICS
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日本のEPICSコミュニティ

EPICS Users JPというメーリングリストがあります。参加資格に制限は
ありませんので奮ってご参加ください

– 「こんなデバイスを使いたい」とか「誰か使ったことがありますか？」
といったEPICSに関する質問はもちろんのこと、単なるpythonの使い方
など制御に関係しそうなことならば何でも welcome です。

– ときどき、EPICSに関する tips みたいなネタも流れます

– （現実的には、ほとんどメールは流れておりません）

ML参加方法

epics-users-request at ml.post.kek.jp

宛に要求メールを送ってください。

EPICS Users の日本語 wiki ページ

http://cerldev.kek.jp/trac/EpicsUsersJP/
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http://cerldev.kek.jp/trac/EpicsUsersJP/


EPICSの今後はどうなっていく？

• EPICS 7 (EPICS ver 3 + ver4 )

– 通信プロトコルの変更 Channel Access → PVAccess

– より高度なモニター機構の実現（ca では value のみ）

– publish/subscribe 対応

– 構造化データ対応

– rpc(remote procedure call)の実現

• Archiverはどうなる？

– Channel Archiver は 32bit マシンのみ

– CSS Archiver はRDB管理者が居れば良いが….永続的な管理が厳しい

– Archiver Appliance が勢力を伸ばしている。おそらく本命。
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（当然ですが）EPICSは完成品ではありません。

ここにいる皆さんは既にEPICSコミュニティの一員です



welcome
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ようこそ、EPICS Collaborationへ！


